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　はじめに

セイタカヒイラギ Leiognathus equulus (Forsskål, 

1775)は，インド・西太平洋に広く分布するヒイ

ラギ科魚類の 1種である（Woodland, 2001；瀬能，

2013）．ヒイラギ科魚類は近年，分子や発光器の

形態等を用いた系統解析に基づき，分類体系が大

きく見直されたが，これらに関しては見解の統一

がなされておらず，Woodland et al. (2001)などに

よって認められてきた “Leiognathus属 ”は 5属（木

村ほか，2008b），または 8 属（Chakrabarty and 

Sparks, 2008; Chakrabarty et al., 2008）に細分され

るなど，複数の意見が示されている．また，現在

セイタカヒイラギが属するとされる Leiognathus

属の和名は従来「ヒイラギ属」とされてきたが，

ヒイラギ Nuchequula nuchalis (Temminck and Sch-

legel, 1845)が Nuchequula属に区分されるのに伴

い（Kimura et al., 2008a），Leiognathus属に適用さ

れる和名もヒイラギ属からセイタカヒイラギ属へ

と変更された（木村ほか，2008b）．

セイタカヒイラギは東南アジアにおいては多

獲され，食用に供される（Woodland et al., 2001; 

Chiang et al., 2014）．しかし本種はこれまで，日

本国内においては琉球列島以外からの記録はない

（瀬能，2013；吉郷，2014；藤原・本村，2016；

鏑木，2016）．2019年 1月 5日，薩摩半島西岸に

位置する笠沙において，1個体のセイタカヒイラ

ギが採集された．本標本は本種の分布北限を更新

する記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Sparks and Dunlap (2004)に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．

セイタカヒイラギの生鮮時の体色の記載は，固定

前に撮影された笠沙産標本（KAUM–I. 200810）

のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．本研究における

研究機関略号は以下の通り：鹿児島大学総合研究

博物館―KAUM；国立科学博物館―NSMT；横

須賀市自然・人文博物館―YCM．なお，ヒイラ

ギ科各種の分属，和名と学名の対応関係は木村ほ

か（2008b）にしたがった．

　結果と考察

Leiognathus equulus (Forsskål, 1775)

セイタカヒイラギ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 200810, 体長 164.2 mm，鹿児

島県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側（31° 

25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，2019年 1月 5日，

定置網，伊東正英．

記載　背鰭鰭条数 VIII, 16；臀鰭鰭条数 III, 14；

薩摩半島西岸から得られた北限記録のセイタカヒイラギ
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胸鰭軟条数 20；腹鰭鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 64．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 30.7；

臀鰭起部における体高 53.5；背鰭起部における体

高 53.2；背鰭前長 48.8；臀鰭前長 55.4；腹鰭全長

38.8；背鰭基底長 55.1；臀鰭基底長 45.1；尾柄長

10.9；尾柄高 3.9；尾柄幅 6.9；胸鰭長 24.1；腹鰭

長 15.9．体各部の頭長に対する割合（%）：吻長

35.2；頭幅 50.2；上顎長 23.1；下顎長 48.7；眼隔

域幅 31.8；眼窩径 35.2；眼前骨幅 19.9．

体は強く側扁し，円盤状を呈する．体背縁は

吻端から上昇し，眼の前方で屈曲する．体背縁は

そこから項部にかけて緩やかに上昇し，項部から

背鰭起部にかけて，急激に上昇する．背鰭起部か

ら尾鰭基底上端にかけての体背縁は緩やかに下降

する．体腹縁は下顎先端から眼の下方にかけてや

や凹み，そこから臀鰭起部にかけては緩やかに下

降する．臀鰭基底部の体腹縁は緩やかに上昇し，

尾柄部では体軸とほぼ平行となる．胸鰭基底上端

は鰓蓋後端よりもわずかに後方，眼の下端よりも

わずかに下方に位置する．胸鰭基底下端は腹鰭起

部よりもわずかに後方，下顎先端よりも下方に位

置する．胸鰭後端は尖り，臀鰭第 3棘起部よりも

後方に達する．胸鰭上縁は緩やかに湾曲し，後縁

と下縁はいずれもほぼ直線状．腹鰭起部は胸鰭基

底上端よりもわずかに後方に位置する．腹鰭基底

後端は胸鰭基底下端よりもわずかに後方に位置す

る．たたんだ腹鰭の後端は臀鰭起部に達しない．

腹鰭各鰭条は，第 1軟条が最長．肛門は左右の腹

鰭の間に開孔する．背鰭起部は腹鰭基底後端より

もわずかに後方に位置する．背鰭基底後端は臀鰭

基底後端よりもわずかに後方に位置する．背鰭鰭

条は，第 2棘が最長であるが，糸状には伸長しな

い．背鰭背縁は起部から第 2棘後端にかけて上昇

し，そこから第 1軟条後端にかけて急激に下降し，

そこから最後軟条後端にかけては，体背縁とほぼ

平行．臀鰭起部は背鰭第 7棘起部直下，臀鰭基底

後端は背鰭基底後端よりも後方にそれぞれ位置す

る．臀鰭は第 2棘が最長．臀鰭外縁は臀鰭起部か

ら第 2棘後端にかけて急激に下降し，そこからは

最後軟条後端にかけて，体腹縁とほぼ平行となる．

Fig. 1. Fresh specimen of Leiognathus equulus from Kasasa, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 200810, 164.2 mm standard length).
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尾鰭は二叉型で，深く湾入する．尾鰭両葉の後端

は尖る．尾鰭両葉の前縁と後縁はいずれも直線状．

眼と瞳孔はいずれも正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔

と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置す

る．前鼻孔はやや背腹方向に長楕円形，後鼻孔は

背腹方向に長い裂孔状を呈し，いずれの鼻孔にも

皮弁はない．口は前下方に筒状に突出する．両顎

には微少かつ細長い歯が数列，折り重なるように

して密生する．体は円鱗に被われる．胸部と頬部

は無鱗．項部骨質部は露出し，眼の上方から背鰭

起部にかけて，前後方向に長い顕著な無鱗域があ

る．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色を呈

し，頭部背面は黒色．体側上部には不明瞭な細い

黒色横帯が多数はいる．背鰭各棘は銀白色を呈し，

各棘間の鰭膜は灰色半透明．背鰭軟条部は白色半

透明を呈し，上縁は黒色．腹鰭棘は白色．腹鰭軟

条部は白色半透明．胸鰭は黄色半透明．各軟条に

沿って黒色色素胞が分布する．臀鰭棘は白色．臀

鰭は前部が黄色を呈し，後部は白色．尾鰭は白色

半透明を呈し，上部はやや黒色がかり，下部は黄

色．虹彩は金色を呈し，上部は黒色がかる．瞳孔

は黒色．

分布　アフリカ東岸から南日本，サモアにか

けてのインド・西太平洋に広く分布する

（Woodland et al., 2001; Kimura, 2009, 2011, 2013, 

2017, 2018b；瀬能，2013; Chiang et al., 2014；藤原・

本村，2016）．日本国内においては種子島と奄美

大島以南の琉球列島からのみ記録されていたが

（瀬能，2013；藤原・本村，2016；鏑木，2016），

本研究により，鹿児島県薩摩半島西岸における分

布が確認された．

備考　笠沙産の標本は，臀鰭起部と背鰭起部

における体高が体長のそれぞれ 53.5%と 53.2%

であること，背鰭棘部の鰭膜は灰色半透明を呈し，

黒色域がないこと，背鰭第 2棘が糸状に伸長しな

いこと，体側が一様に銀白色を呈し，体側上部に

細い横帯があること，胸部と頬部が無鱗であるこ

と，両顎の歯が微小であること，口が前下方に突

出することなどが，Woodland et al. (2001)や瀬能

（2013）の報告した Leiognathus equulusの標徴と

よく一致したため，本種に同定された．

Leiognathus equulusは体高が高いことや体側に

明瞭な模様がないことなどから Leiognathus 

robustus Sparks and Dunlap, 2004に類似するが，項

部背縁が急激に上昇すること（L. robustusでは緩

やかに上昇する），眼の前上方の背縁に張り出さ

ないこと（著しく凸出する），項部骨質部が露出

すること（皮下に埋没し，外見からは確認しづら

い）などによって容易に識別される（Sparks and 

Dunlap, 2004）．本研究において記載をおこなった

笠沙産の標本も，Sparks and Dunlap (2004)によっ

て報告された L. equulusの特徴をそなえていた．

また，笠沙産の標本の計数・計測値は，Sparks 

and Dunlap (2004)によって示された L. equulusの

値とよく一致した．

セイタカヒイラギは種子島と，奄美大島から

八重山諸島にかけての琉球列島広域において多く

報告されているが（吉郷，2014；鏑木，2016），

鹿児島県内におけるセイタカヒイラギの記録は，

鏑木（2016）が種子島東岸に位置する熊野漁港に

おいて釣獲された個体の写真を報告したものを除

くと，奄美大島からのものに限られ，以下のもの

がある．四宮・池（1992）は奄美大島の河川から

得られた本種 3個体（体長 51.6–269.8 mm）を報

告し，Sakai et al. (2001)は奄美大島の河川から得

られた 1個体（NSMT-P 28948）を含む琉球列島

各地の河川から得られた 5個体を報告した．鹿児

島県内のヒイラギ科魚類相をまとめた藤原・本村

（2016）は奄美大島の住用川から得られた体長

95.7 mmの 1個体（KAUM–I. 1781）と役勝川か

ら得られた 62.1 mmの 1個体（KAUM–I. 3310）

の計 2個体を報告した．Nakae et al. (2018)は上記

の奄美大島産 3標本に役勝川から得られた 1個体

（YCM-P 34666）を加えた計 4個体を報告した．

木村（2018a，2019）は，藤原・本村（2016）によっ

て報告された標本の一つである KAUM–I. 1781

を，本種の標徴とともに報告した．

「分布」の項で述べたとおり，セイタカヒイラ

ギは日本国内においてこれまで種子島と奄美大島

以南の琉球列島以外の地域からは記録されておら

ず，本種の分布の北限は種子島と考えられていた．
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したがって，セイタカヒイラギの笠沙からの記録

は，本種の分布記録の北限を更新するものである．

セイタカヒイラギは内湾浅所から河川汽水域

にかけて群れで生息する（Woodland et al., 2001；

瀬能，2013）．また，本種はその英名を Common 

Ponyfish と さ れ る 通 り（Woodland et al., 2001; 

Kimura, 2017, 2018b），東南アジアや琉球列島に

おいては大量に漁獲され，食用に供される（益田

ほ か，1975; Woodland et al., 2001； 三 浦，2012; 

Chiang et al., 2014）．しかし，本研究の記載標本

をおこなった笠沙産標本は，単独で漁獲されてお

り，また，第 2著者による 20年以上の笠沙沿岸

の魚類相調査においても確認されていないことか

ら，笠沙におけるセイタカヒイラギの出現は黒潮

の運搬による偶発的な，極めて稀な事象であると

考えられる．
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